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  ※講演・事例紹介のタイトルは、当日変更になることがあります。
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　農山漁村に豊富に存在している自然の恵み
を最大限活用し、再生可能エネルギーの導入
を図ることで、農林漁業の発展、活性化を目指
します。
　本シンポジウムでは、農林漁業者（団体）が
中心となって取り組む再生可能エネルギー発
電事業電事業について、有識者にその意義をご講演
いただくとともに、実際に地域で取組を進めて
いる団体からの報告やパネルディスカッション
をとおして、農山漁村の活性化につながる再生
可能エネルギー事業のあり方について考えます。
  多くの方々の参加をお待ちしております。

農山漁村活性化再生可能エネルギー事業化サポート事業

農山漁村を豊かにする

シンポジウム in 長野
再生可能エネルギー
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元徳島県議会議員。
再生可能エネルギーのコンサルティングを通じ、
地域が地域のために資源を使う、環境負荷の少
ない仕組みを創り出す。
再生可能エネルギーと環境が両立する持続可能な
社会の構築を目指す。

1984年に那須野ヶ原土地改良連合の事務局長に
就任し、国営那須野ヶ原開拓事業の推進・水管理
の一元化を確立する。以来、栃木県農村地域資源
保全向上対策委員会 委員福島県新エネルギー
詳細ビジョン策定委員会 委員 栃木県那須塩原市
緑の分権改革検討会 委員など、多くの自然環境や
食食、農業などの分野で委員を務める。

1999年にドイツ日本研究所経営・経済研究課研究
員となり、2001年にNEC SCHOTT コンポーネンツ
（株）管理部ジェネラル・マネージャー、翌2002年に
同代表取締役社長に就任。2011年にＦＯＭ大学
教授、2012年より現職。2013年より脱原発をめざす
首長会議のアカデミックアドバイザー。
研研究テーマは、再生可能エネルギーと地域経済。
再生可能エネルギーが日本の地域にもたらす経済
効果について、試算モデルの構築を行っている。

東京大学法学部（法律・政治）を卒業後 1976年に
農林省に入省。主に担当したものは、ガットウルグア
イラウンド農業交渉（米・小麦等）、食管法廃止・食糧
法制定、BSE問題への対応等。その後、衆議院調査局
農林水産調査室首席調査員、内閣官房内閣審議官、
農林水産政策研究所長を経て、2013年3月に退職。
現在現在は、食と農の政策アナリスト、千葉大学園芸学部
非常勤講師、法政大学現代法研究所客員研究員、
環境エネルギー政策研究所シニア・フェロー。
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